
つ
ま
る
と
こ
ろ
文
天
祥
は
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
か
？

三
七

は
じ
め
に

状
元
宰
相
と
し
て
抗
元
活
動
に
身
を
投
じ
、
最
後
ま
で
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
に
屈

服
す
る
こ
と
な
く
、
刑
場
の
露
と
消
え
た
文
天
祥
へ
の
賛
辞
は
、
刑
死
直
後
か

ら
今
に
至
る
ま
で
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
近
年
の
本
格
的
評
伝
で
あ
る
兪
兆

鵬
・
兪
暉
『
文
天
祥
研
究
』（
南
宋
史
研
究
叢
書　

二
〇
〇
八
年
人
民
出
版
社　

以
下
『
研
究
』
と
略
称
）
も
、
そ
の
書
き
出
し
は
「
南
宋
末
の
愛
国
志
士
で
あ

り
民
族
英
雄
と
し
て
、
そ
の
輝
か
し
い
姿
は
史
書
に
光
彩
を
放
っ
て
い
る
。
か

れ
の
〝
人
生
、
古
よ
り
誰
か
死
な
か
ら
ん
、
丹
心
を
留
取
し
汗
青
を
照
ら
さ

ん
〞
の
句
は
津
々
浦
々
ま
で
知
れ
わ
た
り
、
そ
の
高
尚
な
道
徳
と
忠
貞
の
気
骨

は
長
く
我
が
国
諸
民
族
人
民
の
敬
慕
と
称
賛
を
受
け
続
け
て
き
た
」
の
記
述
で

始
ま
る
。

元
の
順
帝
即
位
の
元
統
元
年
（
一
三
三
三
）
十
二
月
、
参
議
中
書
省
相
臺
許

有
壬
は
文
天
祥
の
孫
で
あ
る
富
が
上
梓
し
た
劉
岳
申
撰
「
文
丞
相
傳
」（
以
下
、

劉
「
伝
」
と
略
す
）
に
序
を
寄
せ
、
そ
の
文
を
「
宋
の
士
を
養
う
こ
と
三
百
年
、

人
を
得
る
の
盛
ん
な
る
こ
と
唐
漢
を
軼こ

え
、
こ
れ
を
過
ぐ
る
こ
と
遠
し
」
と
始

め
る
。
幾
多
の
忠
賢
が
輩
出
し
た
が
、
天
命
が
（
宋
か
ら
）
去
り
、
人
心
が
既

に
離
れ
た
後
に
、「
君
臣
大
義
の
廢
す
べ
か
ら
ず
、
人
心
天
理
の
未
だ
嘗
て
泯

び
ざ
る
」
を
後
世
に
知
ら
し
め
た
名
教
上
の
功
績
は
評
価
し
き
れ
な
い
と
続
け
、

「
宋
の
亡ほ
ろ

ぶ
や
、
節
を
守
り
屈
せ
ざ
る
者
、
之
れ
有
り
。
而
る
に
未
だ
有
為
な

る
こ
と
公
の
如
き
者
有
ら
ず
。
事
、
固
よ
り
成
敗
を
以
っ
て
論
ず
べ
か
ら
ず
。

然
ら
ば
則
ち
宋
三
百
年
の
功
を
収
む
る
者
は
公
一
人
の
み
」
と
結
論
づ
け
る
。

こ
の
序
文
は
、
劉
岳
申
の
傳
賛
に
対
応
し
た
叙
述
で
あ
る
。
劉
は
文
天
祥
の

生
涯
に
独
特
の
解
釈
を
施
し
て
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
賈
似
道
、
留
夢
炎

は
当
然
と
し
て
も
、
宋
朝
存
続
の
た
め
に
戦
っ
た
陳
宜
中
、
張
世
傑
も
天
祥
を

避
け
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
黄
萬
石
が
嫉ね

た

ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。（
揚
州
で

元
軍
と
死
闘
を
し
て
い
た
）
李
庭
芝
が
天
祥
を
殺
そ
う
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

…
（
大
都
に
拉
致
さ
れ
る
途
中
）
京
口
で
脱
出
し
、
真
州
、
揚
州
に
走
り
（
入

れ
ら
れ
ず
）、
真
・
揚
を
脱
出
し
三
山
（
福
州
）
に
至
り
萬
死
を
逃
れ
た
。
潮

つ
ま
る
と
こ
ろ
文
天
祥
は
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
か
？

│
│ 

文
天
祥
研
究
の
課
題
と
展
望 

│
│

近　

藤　

一　

成



三
八

陽
で
元
軍
に
捕
ら
わ
れ
た
と
き
毒
を
仰
い
だ
が
死
な
ず
、
連
行
さ
れ
る
途
次
、

南
安
で
絶
食
し
た
が
死
な
ず
、（
苛
烈
な
）
燕
の
獄
（
の
三
年
余
り
）
で
も
死

な
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
「
殆
ど
天
の
丞
相
を
以
っ
て
宋
三
百
年
の

士
を
待
す
る
の
厚
き
に
報
じ
、
且
つ
世
教
を
昌あ
き

ら
か
に
す
る
を
以
っ
て
な
り
」

と
い
う
。
天
祥
が
刑
死
し
た
日
は
、
宋
が
（
皇
帝
の
退
位
で
）
亡
び
て
か
ら
七

年
、
崖
山
で
宋
軍
が
亡
び
て
か
ら
で
も
五
年
（
が
経
つ
）
と
、
王
朝
の
興
亡
と

は
関
連
し
な
い
、
そ
の
死
の
独
自
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
文
天

祥
の
人
生
は
、
刑
死
す
る
た
め
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
。

『
宋
史
』
四
一
八　

文
天
祥
傳
の
論
は
、
最
後
に
「
宋
三
百
餘
年
、
取
士
の
科
、

進
士
よ
り
盛
ん
な
る
は
な
し
。
進
士
は
倫
魁
よ
り
盛
ん
な
る
は
な
し
。
天
祥
の

死
自
り
、
世
の
高
論
を
為
す
を
好
む
者
、
科
目
は
以
っ
て
偉
人
を
得
る
に
足
ら

ず
と
謂
う
は
、
豈
其
れ
然
ら
ん
や
」
の
言
葉
で
結
ぶ
。
取
士
、
養
士
は
宋
朝
体

制
を
維
持
す
る
根
幹
の
機
能
で
あ
り
、
元
人
に
と
っ
て
宋
朝
と
い
え
ば
士
大
夫

官
僚
で
あ
り
、
そ
の
宋
朝
士
大
夫
の
総
決
算
が
文
天
祥
で
あ
っ
た
。

文
天
祥
の
死
を
歴
史
上
に
ど
う
位
置
づ
け
る
か
は
、
当
然
、
時
代
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
く
る
。
小
論
は
、
状
元
宰
相
と
し
て
仁
・
義
を
全
う
し
た
と
自
他
と

も
に
認
め
る
そ
の
死
を
、
当
時
の
歴
史
的
文
脈
に
そ
っ
て
再
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。

一　

官
歴

文
天
祥
（
一
二
三
六
‐
一
二
八
二
）、
字
は
履
善
、
科
挙
合
格
後
は
宋
瑞
、

号
は
文
山
。
南
宋
理
宗
の
端
平
三
年
、
江
西
路
吉
州
廬
陵
県
に
生
ま
れ
る
。
父

の
儀
は
読
書
を
好
む
人
で
あ
っ
た
が
本
人
を
含
め
代
々
官
僚
を
出
し
た
形
跡
は

な
い
。
二
十
一
歳
、
宝
祐
四
年
（
一
二
五
六
）
に
状
元
で
進
士
及
第
、
直
後
の

父
の
死
で
廬
陵
に
て
服
喪
。
喪
が
明
け
て
出
仕
す
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
南
宋

攻
略
が
本
格
化
す
る
な
か
で
遷
都
論
を
唱
え
る
一
派
に
反
論
、
宦
官
董
宋
臣
を

斬
っ
た
上
で
人
心
を
一
つ
に
し
て
実
施
す
べ
き
四
策
を
提
言
し
、
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
直
ち
に
帰
郷
し
た
。

天
祥
が
就
い
た
内
外
の
官
職
は
多
い
が
、
着
任
し
職
務
を
遂
行
し
た
期
間
は

総
計
し
て
も
長
く
は
な
い
。
実
質
最
初
の
仕
事
は
景
定
二
年
（
一
二
六
一
）
十

月
か
ら
の
秘
書
省
正
字
で
あ
り
、
経
籍
の
校
勘
な
ど
を
職
務
と
す
る
こ
の
官
は

状
元
及
第
者
が
次
回
の
殿
試
合
格
者
発
表
後
に
与
え
ら
れ
る
慣
例
と
な
っ
て
お

り
「
対
花
召
」
と
よ
ば
れ
た
。
翌
三
年
四
月
か
ら
は
景
献
府
教
授
（
１
）を
兼
ね
五
月

に
殿
試
考
官
を
務
め
た
。
同
四
年
正
月
に
官
位
は
著
作
郎
に
上
が
り
、
二
月
に

は
激
職
の
刑
部
郎
官
に
移
っ
た
。
し
か
し
八
月
に
再
び
入
内
内
侍
省
都
知
（『
紀

年
録
』、『
宋
史
』
四
六
九
な
ど
は
同
押
班
と
す
る
。
景
献
太
子
府
事
を
兼
任
し

た
）
に
戻
っ
た
董
宋
臣
を
批
判
し
て
知
瑞
州
（
江
西
路
も
と
の
筠
州
）
に
転
出

さ
せ
ら
れ
る
。
景
定
三
年
が
閏
年
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
間
、
臨
安
で
勤
務
し

た
一
年
十
一
ヵ
月
は
、
文
天
祥
が
同
一
地
点
で
活
動
し
た
最
長
期
間
で
あ
る
。

瑞
州
に
は
景
定
四
年
十
一
月
に
着
任
す
る
も
の
の
、
翌
五
年
十
月
、
臨
安
に

呼
び
戻
さ
れ
十
一
月
に
江
西
提
刑
使
に
転
じ
た
。
こ
の
間
、
十
月
に
理
宗
が
世

を
去
り
皇
太
子
で
あ
っ
た
度
宗
が
即
位
し
て
い
る
。
後
世
、
凡
庸
で
酒
色
に
溺

れ
賈
似
道
の
専
権
を
許
し
た
と
評
さ
れ
る
皇
帝
で
あ
る
。
咸
淳
元
年
（
一
二
六



つ
ま
る
と
こ
ろ
文
天
祥
は
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
か
？

三
九

五
）
二
月
に
瑞
州
で
後
任
者
と
事
務
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
提
刑
と
し
て
管
内
を

巡
回
中
、
四
月
に
吉
州
で
祖
母
の
死
に
会
い
、
そ
の
ま
ま
服
喪
し
た
。
咸
淳
三

年
（
一
二
六
七
）
十
二
月
に
一
旦
中
央
に
戻
る
も
の
の
、
翌
年
正
月
に
は
弾
劾

を
受
け
郷
里
に
帰
っ
て
い
る
。
五
年
（
一
二
六
九
）
十
一
月
か
ら
知
寧
国
府
を

約
一
ヶ
月
、
そ
の
後
、
同
六
年
に
軍
器
監
兼
崇
政
殿
説
書
な
ど
の
中
央
官
を
半

年
余
り
務
め
て
再
び
弾
劾
を
受
け
て
帰
郷
、
二
年
半
ほ
ど
を
故
郷
で
過
ご
し
た
。

同
九
年
（
一
二
七
三
）
三
月
か
ら
湖
南
提
刑
使
と
し
て
赴
い
た
衡
州
で
翌
十
年

一
月
ま
で
刑
獄
に
携
わ
っ
た
十
一
ヵ
月
間
と
、
老
母
に
仕
え
る
と
い
う
名
目
で

望
ん
だ
吉
州
の
南
隣
り
の
知
贛
州
を
十
年
三
月
か
ら
務
め
、
翌
徳
祐
元
年
（
一

二
七
五
）
四
月
に
江
西
提
刑
安
撫
使
と
し
て
臨
安
に
召
見
さ
れ
る
ま
で
の
一
年

余
り
が
最
後
の
通
常
の
職
務
で
あ
っ
た
。

す
で
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
襄
陽
を
陥
落
さ
せ
、
建
康
（
今
の
南
京
）
を
抜
き
、

宋
廷
は
極
度
の
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
。
天
祥
の
肩
書
は
兵
部
侍
郎
、
権
工
部
尚

書
と
上
が
り
、
八
月
、
臨
安
府
に
着
く
と
浙
西
江
東
制
置
使
兼
江
西
安
撫
大
使

兼
知
平
江
府
の
命
を
受
け
蘇
州
に
赴
い
た
。
し
か
し
十
一
月
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
が

常
州
を
屠
る
と
朝
廷
は
首
都
の
防
衛
の
た
め
に
呼
び
返
し
、
躊
躇
す
る
天
祥
が

再
三
の
帰
還
命
令
に
応
ず
る
と
、
蘇
州
の
後
任
者
は
三
日
後
に
降
伏
し
、
都
で

は
天
祥
が
蘇
州
を
見
捨
て
た
と
の
噂
が
広
ま
っ
た
。
徳
祐
二
年
（
一
二
七
六
）

正
月
十
八
日
、
元
軍
総
大
将
伯
顔
は
、
臨
安
中
心
部
か
ら
東
北
に
わ
ず
か
一
五

キ
ロ
余
り
の
皋
亭
山
に
軍
を
進
め
、
二
十
日
、
急
遽
、
文
天
祥
に
右
丞
相
兼
枢

密
使
、
都
督
諸
路
軍
馬
の
肩
書
が
与
え
ら
れ
、
伯
顔
と
の
談
判
に
赴
い
た
。
宰

相
陳
宜
中
が
遁
走
し
た
た
め
の
代
理
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
交
渉
中
の
二
十
一
日
、

左
丞
相
呉
堅
ら
が
降
伏
文
書
を
持
っ
て
や
っ
て
き
て
伯
顔
に
差
し
出
す
と
い
う

事
態
が
起
こ
る
。
天
祥
は
降
伏
に
激
し
く
抵
抗
し
た
が
、
結
局
、
使
節
と
と
も

に
大
都
に
連
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
、
二
十
年
の
官
歴
か
ら
、
個
々
の
場
面
に
お
い
て
天
祥
固
有
の
言
動
を

指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
に
し
て
も
、
歴
史
上
特
段
の
意
義
を
も
つ
事
項
を
あ

げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
や
は
り
宋
滅
亡
後
の
文
天
祥
こ
そ
文
天
祥
た
る
所
以
な

の
で
あ
る
。

二　

忠
と
孝

こ
こ
で
、
そ
の
「
大
義
に
殉
ず
」
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
前
提
の
一
つ
が
状

元
及
第
前
後
の
事
情
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。『
寶
祐
四
年
登
科
録
』

第
一
人
文
天
祥
の
項
目
に
「
兄
弟
璧
同
奏
名
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
「
同

奏
名
」
と
い
う
書
き
方
は
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
。
兄
弟
が
同
時
に
科
挙
合
格

す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
表
現
は
同
年
進
士
、
同
榜
で
あ
る
。
弟
璧

の
同
奏
名
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
（
２
）。

文
天
祥
に
は
璧
と
霆
孫
二
人
の
弟
が
い
た
。
三
兄
弟
は
寶
祐
三
年
（
一
二
五

五
）
の
吉
州
解
試
に
向
け
て
準
備
を
重
ね
て
い
た
が
、
解
試
直
前
に
な
っ
て
末

弟
霆
孫
が
急
死
し
て
し
ま
う
。
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
天
祥
と
璧
は
合
格
し
た
が
、

父
儀
の
悲
嘆
は
大
き
く
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
。
翌
年
の
省
試
に
失
意
の
儀
を

残
し
て
お
け
ず
、
二
人
は
父
を
同
行
し
て
臨
安
に
向
か
っ
た
。
二
月
一
日
の
礼

部
開
榜
（
合
格
発
表
）
に
二
人
の
名
前
が
あ
り
、
あ
と
は
原
則
と
し
て
落
第
者



四
〇

を
出
さ
な
い
五
月
八
日
の
殿
試
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
殿
試
の
数

日
前
に
父
儀
の
容
態
が
急
変
し
て
し
ま
う
。
父
一
人
を
客
舎
残
し
二
人
で
殿
試

に
向
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
、
天
祥
が
五
月
四
日
の
殿
試
を
受
け
、
壁

は
宿
に
留
ま
り
父
の
看
病
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
後
の
二
人
の

運
命
を
大
き
く
分
け
る
こ
と
に
な
る
。

五
月
二
十
四
日
、
集
英
殿
で
の
殿
試
放
榜
唱
名
に
お
い
て
状
元
文
天
祥
以
下

六
〇
一
名
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
殿
試
不
参
加
の
璧
の
名
前
は
当
然
な

い
。
し
か
し
か
れ
は
省
試
合
格
者
で
あ
り
、
そ
の
名
前
は
礼
部
か
ら
殿
試
受
験

者
と
し
て
上
奏
さ
れ
て
い
る
。
何
度
も
省
試
を
受
け
て
合
格
し
な
い
挙
人
（
解

試
合
格
者
）
に
は
、
官
だ
け
を
与
え
実
職
に
つ
か
せ
な
い
特
別
枠
の
殿
試
が
あ

り
、
そ
れ
を
特
奏
名
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
正
規
の
受
験
者
が
正
奏
名
で
あ
る
。

壁
は
奏
名
さ
れ
た
が
殿
試
を
受
験
し
て
い
な
い
、
そ
の
た
め
に
肩
書
が
「
同
奏

名
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
璧
の
そ
の
後
を
簡
単
に
記
す
（
３
）。
寶
祐
四
年
の
次
の
殿
試
が
お
こ
な
わ
れ
た

開
慶
元
年
、
壁
は
進
士
を
賜
り
、
迪
功
郎
臨
安
府
司
戸
参
軍
を
授
け
ら
れ
た
。

以
降
、
中
央
地
方
の
官
職
を
歴
任
し
、
臨
安
開
城
後
、
海
上
に
逃
が
れ
た
南
宋

亡
命
政
権
か
ら
与
え
ら
れ
た
最
終
の
官
は
権
戸
部
尚
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、

江
西
か
ら
広
東
で
抗
元
活
動
を
す
る
兄
天
祥
を
恵
州
知
事
と
し
て
支
え
て
い
た

が
、
戦
乱
の
中
、
二
子
佛
生
（
４
）、
道
生
を
喪
っ
た
天
祥
か
ら
、
次
子
陞
を
自
分
の

後
嗣
と
し
た
い
と
い
う
書
を
受
け
取
り
諒
承
し
て
い
る
。
や
が
て
天
祥
が
元
軍

に
捕
ら
え
ら
れ
、
年
が
明
け
て
崖
山
で
宋
軍
が
壊
滅
す
る
と
、
壁
は
元
に
投
降

し
、
少
中
大
夫
恵
州
路
総
管
兼
府
尹
を
授
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
累
遷
し
て
宣

慰
廣
西
分
司
邕
管
に
至
っ
た
。
元
朝
の
官
僚
と
な
っ
た
壁
は
、
戦
禍
で
疲
弊
し

た
廣
西
の
民
力
の
回
復
に
努
め
、
文
氏
一
族
の
救
済
に
奔
走
し
た
。
廬
陵
に

帰
っ
て
か
ら
は
祖
先
の
加
封
を
実
現
さ
せ
、
家
廟
や
天
祥
の
祀
廟
を
建
て
、
そ

の
遺
文
を
集
め
刊
行
に
備
え
た
。
大
徳
二
年
（
一
二
九
七
）
の
没
。
天
祥
の
養

子
陞
は
累
官
し
て
集
賢
直
学
士
、
そ
の
子
で
劉
「
伝
」
を
上
梓
し
た
富
は
温
州

路
・
延
平
路
総
管
を
歴
任
し
て
い
る
。

墓
誌
は
、
壁
が
元
に
投
降
し
た
部
分
を
「
明
年
（
一
二
七
九
）
丞
相
、
海
上

に
敗
れ
、
公
、
始
め
て
宗
を
全
う
せ
ん
と
圖
る
。
丞
相
の
北
行
す
る
に
及
び
、
公
、

始
め
て
入
覲
す
」
と
記
す
。
墓
誌
の
璧
の
位
置
づ
け
は
明
確
で
、
冒
頭
「
皇
元
、

區
宇
を
混
一
し
、
忠
臣
・
孝
子
を
一
門
に
得
。
公
と
丞
相
兄
弟
二
人
の
み
」
と

述
べ
る
よ
う
に
、
兄
弟
は
忠
と
孝
を
分
担
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
君
臣
の
大

義
に
殉
ず
る
天
祥
と
宗
族
の
保
全
を
図
る
璧
と
い
う
見
取
り
図
は
分
か
り
や
す

い
。
こ
れ
は
璧
の
元
朝
へ
の
投
降
と
仕
官
を
合
理
化
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
ろ

う
。
こ
の
文
璧
墓
誌
銘
は
「
文
丞
相
傳
」
と
同
じ
劉
岳
申
の
執
筆
で
あ
る
が
、

そ
の
終
わ
り
に
「
集
賢
直
学
士
の
述
べ
る
所
の
家
傳
」
に
拠
っ
た
と
記
す
（
５
）。
集

賢
直
学
士
は
文
陞
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
考
え
は
元
に
仕
官
す
る
文
氏
一
族
自

ら
の
位
置
づ
け
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
勿
論
、
そ
れ
は
劉
も
同
意
し
て
お
り
、

銘
は
「
報
ず
る
に
忠
臣
を
以
っ
て
し
、
報
ず
る
に
孝
子
を
以
っ
て
す
。
猗あ

歟あ

廬

陵
、
盛
ん
な
る
か
な
文
氏
」
で
結
ば
れ
る
。
と
は
い
え
文
璧
の
投
降
に
反
対
し

た
文
氏
も
い
た
。
天
祥
の
従
孫
と
い
う
文
應
麟
は
、
天
祥
兄
弟
に
合
流
す
べ
く

恵
州
に
来
る
と
、
璧
に
城
郭
を
修
理
し
防
備
を
厳
重
に
す
る
よ
う
進
言
し
た
。

し
か
し
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
元
軍
を
前
に
璧
が
投
降
す
る
と
、
こ
れ
を
恥
じ
て



つ
ま
る
と
こ
ろ
文
天
祥
は
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
か
？

四
一

二
子
を
連
れ
東
莞
（
広
州
）
に
去
っ
た
と
い
う
（
６
）。
で
は
、
天
祥
自
身
は
ど
う
考

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
至
元
十
八
年
（
一
二
八
一
）
正
月
、
大
都
の
牢
獄

か
ら
養
子
文
陞
に
与
え
た
書
簡
が
伝
わ
る
（
７
）。
そ
こ
に
は
道
生
、
佛
生
二
子
を

喪
っ
た
悲
し
み
が
吐
露
さ
れ
、
な
ぜ
陞
を
養
子
に
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を

縷
々
述
べ
た
上
で
、「
不
孝
、
後
無
き
を
大
と
爲
す
」
と
孟
子
の
言
を
引
く
。

後
継
ぎ
な
く
社
稷
に
殉
ず
る
身
が
、
不
孝
の
責
を
免
れ
る
に
は
、
父
革
齋
の
子

で
あ
る
自
分
が
、
革
齋
の
孫
で
あ
る
汝
を
後
嗣
と
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
汝

を
面
前
で
教
育
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
文
天
祥
の
子
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
た

め
に
六
経
を
修
め
、
と
く
に
春
秋
を
専
門
と
し
、
聖
人
の
筆
削
褒
貶
、
軽
重
内

外
を
学
び
、
身
を
立
て
己
を
行
う
本
と
せ
よ
。
聖
人
の
志
を
識
る
こ
と
、
こ
れ

が
吾
が
志
を
継
ぐ
こ
と
だ
、
と
諭
す
。
い
わ
ば
陞
に
与
え
た
遺
言
で
あ
る
。
祀

り
を
絶
や
さ
ず
聖
人
の
道
を
学
べ
と
い
う
遺
書
を
陞
は
ど
う
読
ん
だ
か
。
か
れ

な
り
の
解
釈
と
そ
の
実
行
が
、
実
父
璧
と
同
じ
道
、
す
な
わ
ち
一
族
繁
栄
へ
の

尽
力
と
元
朝
へ
の
仕
官
で
あ
っ
た
。

も
う
一
度
、
寶
祐
四
年
に
戻
ろ
う
。
五
月
二
十
四
日
の
集
英
殿
で
の
唱
名
の

あ
と
、
合
格
者
は
そ
の
日
の
う
ち
に
礼
部
貢
院
に
設
け
ら
れ
た
期
集
所
に
移
動

す
る
。
官
服
と
笏
、
外
出
用
の
席
帽
を
与
え
ら
れ
、
三
魁
（
状
元
、
榜
眼
、
探

花
の
上
位
三
人
）
は
乗
馬
が
許
さ
れ
る
。
期
集
所
は
状
元
局
と
も
呼
ば
れ
、
状

元
が
主
宰
し
て
泊
ま
り
込
み
で
、
一
連
の
合
格
儀
礼
次
第
と
合
格
者
の
な
か
か

ら
幹
事
役
な
ど
各
職
務
の
担
当
者
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
儀
式
は
六
月

一
日
か
ら
始
ま
り
、
七
月
二
十
五
日
に
合
格
者
の
名
前
を
刻
ん
だ
題
名
碑
を
礼

部
貢
院
に
立
て
る
こ
と
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
８
）。
と
こ
ろ
が
唱
名
後
、
父

儀
の
容
態
が
に
わ
か
に
革
ま
っ
た
と
の
急
報
が
あ
り
、
天
祥
は
朝
廷
に
休
暇
と

湯
薬
を
申
請
し
、
期
集
所
か
ら
宿
舎
に
か
け
つ
け
た
。
し
か
し
既
に
薬
も
受
け

つ
け
ず
、
死
期
を
悟
っ
た
儀
は
、
天
祥
に
状
元
と
し
て
尽
忠
報
国
せ
よ
と
諭
し

息
を
引
き
取
っ
た
。
享
年
四
十
二
．
朝
廷
、
同
榜
か
ら
の
弔
慰
金
、
見
舞
い
を

受
け
、
兄
弟
は
六
月
一
日
、
柩
を
護
り
故
郷
を
目
指
し
て
臨
安
を
後
に
し
た
。

こ
う
し
て
今
回
の
一
連
の
合
格
儀
礼
は
、
主
役
の
状
元
な
し
と
い
う
異
例
の
な

か
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

殿
試
と
父
の
死
、
状
元
の
兄
と
受
験
を
諦
め
父
の
看
病
に
従
っ
た
弟
、
こ
の

忠
と
孝
の
分
担
は
、
や
が
て
二
〇
年
後
の
宋
朝
滅
亡
に
際
し
て
二
人
の
立
場
の

違
い
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
い
え
ば
孝
を
分
担
し
た
壁
の
存
在
が
、

心
置
き
な
く
天
祥
の
忠
を
全
う
さ
せ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

三　

義
と
侠
客

文
天
祥
は
、
劉
「
伝
」
が
い
う
よ
う
に
何
度
も
死
地
を
脱
し
て
い
る
。
そ
の

と
き
に
か
れ
を
支
え
た
人
物
や
そ
の
周
り
に
は
義
士
と
よ
ば
れ
る
人
々
が
い
た
。

本
節
で
は
、
文
天
祥
を
取
り
ま
く
人
々
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

徳
祐
元
年
（
一
二
七
五
）
正
月
、
元
軍
渡
江
の
報
が
あ
り
諸
路
に
勤
王
軍
動

員
の
詔
が
降
さ
れ
た
。
贛
州
知
事
で
あ
っ
た
天
祥
は
、
直
ち
に
陳
継
周
の
門
を

た
た
き
相
談
を
し
た
（
９
）。
継
周
は
字
を
碩
卿
と
い
い
寧
都
（
贛
州
寧
都
県
）
の
人

で
あ
る
。
肩
書
は
貢
士
（
郷
貢
進
士
）
だ
が
軍
功
が
あ
り
、
既
に
二
十
八
年
間

州
県
を
歴
仕
し
、
そ
の
と
き
は
贛
州
城
内
に
住
ん
で
い
た
。
継
周
は
、
地
域
の



四
二

「
豪
傑
の
子
弟
」
の
動
員
と
起
兵
の
方
略
を
詳
し
く
述
べ
、
息
子
の
太
学
生
逢

父
と
と
も
に
昼
夜
を
分
か
た
ず
義
兵
の
招
集
や
軍
糧
の
調
達
に
奔
走
し
た
。
本

人
は
老
齢
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
故
郷
里
の
人
望
も
厚
く
贛
州
の
義
士
を
率
い
て

天
祥
に
従
い
臨
安
に
向
か
う
。

天
祥
は
、
ま
た
広
東
統
制
方
興
を
吉
州
に
遣
わ
し
兵
を
招
集
し
た
。
元
年
二

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
天
祥
に
は
江
西
提
刑
、
江
西
安
撫
使
、
権
兵
部
侍
郎
と

次
々
に
辞
令
が
降
り
、
そ
の
間
祖
母
の
死
が
あ
っ
た
が
服
喪
は
許
さ
れ
ず
、
七

月
七
日
、
兵
二
万
を
率
い
て
臨
安
に
向
か
っ
た
。
こ
の
兵
に
つ
い
て
『
宋
季
三

朝
政
要
』
五　

徳
祐
元
年
九
月
の
条
は
、「
文
天
祥
、
衛
に
入
る
。
是
れ
よ
り
先
、

四
月
の
間
、
天
祥
、
兵
を
贛
州
に
募
る
。
天
祥
、
時
に
江
西
提
刑
爲
り
。
台
州

杜
滸
吉
・
贛
千
人
を
將
い
之
れ
に
從
う
。
是
に
至
り
、
民
兵
及
び
峒
丁
二
萬
人

を
將
い
て
京
に
至
る
。
衣
裝
器
械
盡
く
具
わ
る
」
と
い
う
）
10
（

。
ま
た
『
紀
年
録
』

徳
祐
元
年
に
付
さ
れ
た
察
院
孫
嶸
叟
の
上
奏
に
引
く
天
祥
自
身
の
申
状
に
は
、

「
今
已
に
贛
州
諸
豪
を
結
約
し
、
凡
そ
溪
峒
剽
悍
輕
生
の
徒
、
悉
く
已
に
糾
集

す
」
と
あ
り
、
招
集
し
た
兵
が
豪
族
の
子
弟
や
溪
峒
蛮
な
ど
少
数
民
族
か
ら
成

る
義
軍
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
か
れ
ら
が
衢
州
に
至
る
と
、
天
祥
の
名
声
を

嫌
っ
た
江
西
制
置
使
黄
萬
石
は
、
そ
の
軍
の
烏
合
の
衆
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、

朝
廷
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
反
対
方
向
の
隆
興
府
（
南
昌
）
に
駐
留

す
る
命
が
降
っ
た
。
し
か
し
天
祥
の
反
論
や
、
衢
州
に
至
っ
た
義
軍
は
統
率
が

と
れ
、
通
過
場
所
で
秋
毫
も
犯
す
こ
と
が
な
い
と
の
報
告
も
あ
り
、
入
京
を
許

さ
れ
た
。
八
月
に
西
湖
畔
に
駐
屯
し
、
九
月
に
は
銭
料
の
支
給
や
名
目
的
で
は

あ
る
が
主
だ
っ
た
指
揮
官
に
官
職
の
授
与
も
行
わ
れ
て
い
る
。

先
の
陳
継
周
伝
は
、
継
周
と
義
軍
の
そ
の
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

文
天
祥
が
元
軍
と
の
交
渉
の
た
め
北
営
に
遣
わ
さ
れ
る
と
義
兵
は
解
散
さ
せ
ら

れ
た
。継
周
父
子
は
か
れ
ら
を
率
い
て
故
郷
に
帰
っ
た
が
、す
で
に
贛
州
は
「
失

守
」
し
て
い
た
と
い
う
。「
失
守
」
は
、
知
事
不
在
あ
る
い
は
宋
の
守
備
崩
壊

の
ど
ち
ら
に
も
読
め
る
が
、
恐
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
。『
紀
年
録
』
徳
祐
二
年

の
付
記
に
、
正
月
二
十
四
日
、
伯
顔
は
鎮
撫
唐
兀
兒
と
宋
の
趙
興
相
ら
を
遣
わ

し
て
、
先
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
文
天
祥
の
義
兵
一
萬
余
衆
を
郷
里
に
帰
ら
せ
文

榜
を
給
与
し
た
と
あ
る
の
で
、
元
軍
が
臨
安
を
接
収
し
た
正
月
二
十
日
以
降
の

占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
（
証
明
書
と
な
る
）
布
告
を
支
給
し
帰
郷
さ
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
吉
州
は
二
月
十
五
日
に
権
知
州
周
天
驥
が
元
軍
に
降
伏
し

て
い
る
。
周
は
、
前
年
の
九
月
二
十
七
日
に
天
祥
の
辟
召
に
よ
っ
て
隆
興
府
留

司
の
職
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、『
宋
史
』
四
七 

瀛
國
公　

十
一
月
十
六
日
の

箇
所
に
「
転
運
判
官
劉
槃
、
隆
興
を
以
っ
て
降
る
」
と
あ
る
の
で
隆
興
府
に
着

任
で
き
た
か
は
疑
問
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
権
吉
州
知
事
に
転
じ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
吉
州
が
降
伏
し
た
こ
と
で
贛
南
一
帯
は
元
軍
の
支
配
下
に
入
っ
た
か

ら
、
贛
州
の
「
失
守
」
は
、
す
で
に
宋
朝
治
下
に
は
な
い
と
い
う
意
味
と
と
れ

る
。
継
周
は
義
兵
の
帰
農
に
尽
力
し
て
成
果
を
あ
げ
た
が
、
南
に
脱
出
し
た
廣

王
が
五
月
に
福
州
で
即
位
し
継
周
を
知
南
安
軍
に
任
ず
る
と
、
八
月
二
十
二
日

に
贛
州
総
管
楊
子
襲
に
よ
っ
て
子
逢
父
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
た
。
継
周
の
次
子

榘
は
、
や
が
て
元
軍
か
ら
脱
出
し
江
西
に
来
た
文
天
祥
に
合
流
し
て
戦
い
、
循

州
潮
州
の
間
で
死
に
、
ま
た
継
周
の
幼
女
廉
と
榘
の
子
英
も
戦
乱
の
な
か
で
命

を
落
と
し
た
。
反
対
に
継
周
の
兄
の
子
逢
春
は
、
元
軍
に
降
っ
て
萬
戸
と
な
り
、
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大
都
に
赴
い
た
と
き
千
戸
所
で
文
天
祥
に
会
っ
て
い
る
。
天
祥
は
継
周
の
遺
事

を
書
し
て
行
状
を
作
成
、
そ
の
数
日
後
に
刑
死
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
継
周
行

状
は
、
残
っ
て
い
な
い
。

王
朝
が
崩
壊
し
そ
の
秩
序
維
持
の
機
能
が
失
わ
れ
た
と
き
、
郷
里
の
保
全
は

民
間
の
自
衛
組
織
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。
か
れ
ら
が
義
兵
、
義
軍
と
し
て
外
部

か
ら
の
侵
入
者
に
抵
抗
す
る
事
態
は
中
国
史
上
た
び
た
び
現
れ
る
。
南
宋
の
中

興
は
、
こ
れ
ら
金
軍
に
抵
抗
す
る
民
間
軍
事
力
を
中
央
が
収
斂
す
る
過
程
で
も

あ
っ
た
）
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。
陳
継
周
が
文
天
祥
に
詳
細
を
開
具
し
た
と
い
う
「
閭
里
豪
傑
子
弟
」

と
「
起
兵
方
略
」
は
、
南
宋
中
興
以
来
、
民
間
で
継
承
さ
れ
て
き
た
義
兵
組
織

の
立
ち
上
げ
や
行
動
の
ノ
ー
ハ
ウ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
で
重
ん
じ
ら
れ
る
価

値
観
は
、
上
下
関
係
よ
り
も
横
の
つ
な
が
り
を
可
能
に
す
る
「
義
」
で
あ
る
。

次
に
あ
げ
る
杜
滸
は
、
そ
う
し
た
義
で
動
い
た
典
型
的
人
物
で
あ
り
、
杜
滸
な

く
し
て
宋
滅
亡
後
の
文
天
祥
の
存
在
は
考
え
ら
れ
な
い
。

杜
滸
の
短
い
伝
は
『
宋
史
』
四
五
四 

忠
義
九
ま
た
、
鄧
光
薦
『
文
丞
相
督

府
忠
義
傳
』
に
あ
る
。
字
は
貴
卿
、
号
は
梅
壑
。
台
州
天
台
の
人
。
理
宗
の
淳

祐
年
間
の
宰
相
杜
範
の
姪
で
あ
る
。
若
い
こ
ろ
は
都
臨
安
の
游
侠
で
あ
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
ら
の
列
伝
の
大
部
分
は
、
文
天
祥
自
身
の
「
指
南
録
」
や
「
集
杜

詩
」
の
杜
滸
に
関
係
す
る
記
述
に
拠
っ
て
い
る
か
ら
、
以
下
の
叙
述
は
文
天
祥

の
杜
滸
観
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
み
て

み
よ
う
。

二
人
の
関
係
は
、
徳
祐
二
年
正
月
十
三
日
、
西
湖
の
畔
り
で
杜
滸
が
天
祥
に

見
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
滸
は
、
国
家
の
危
急
に
義
兵
四
千
人
を
集
め
て
い
た

が
、
当
局
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。『
宋
史
』
本
伝
は
、
徳
祐
元
年
の
勤
王

の
詔
に
県
宰
と
し
て
応
え
た
と
す
る
が
、
ど
こ
の
県
の
知
事
か
具
体
的
に
記
さ

ず
、
ま
た
ほ
か
に
県
宰
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
み
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
四
千
の
義
兵
の
所
属
先
を
探
し
て
、
前
年
八
月
に
贛
・
吉
州
の
義
兵
を
率

い
て
入
京
し
、
西
湖
畔
に
駐
屯
し
て
い
た
天
祥
を
訪
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
九

日
、
文
天
祥
は
伯
顔
の
軍
営
へ
の
使
者
と
な
っ
た
が
、
杜
滸
は
行
く
こ
と
に
猛

反
対
し
た
。
し
か
し
天
祥
が
聞
き
入
れ
ず
に
出
発
す
る
と
、
滸
は
随
従
を
願
っ

た
。「
指
南
録
」
に
杜
滸
を
「
杜
架
閣
」
と
書
く
の
は
、
こ
の
と
き
朝
旨
が
あ
り
、

官
を
宣
教
郎
に
改
め
兵
部
架
閣
文
字
の
職
が
与
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
）
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。
杜
滸

の
予
想
通
り
、
降
伏
の
使
節
到
来
後
、
天
祥
は
軍
営
に
抑
留
さ
れ
る
。
さ
ら
に

そ
の
二
十
日
後
、
使
節
と
と
も
に
大
都
燕
に
連
行
さ
れ
る
が
、
杜
滸
は
、
多
く

の
親
従
が
逃
亡
す
る
な
か
、
苦
悩
す
る
天
祥
に
従
う
こ
と
を
決
意
す
る
。
同
行

は
ほ
か
に
帳
前
将
官
余
慶
元
や
兵
士
・
従
僕
ら
一
〇
名
、
総
勢
一
二
名
の
一
団

と
な
っ
た
。

出
発
早
々
、
謝
村
に
停
泊
し
た
深
夜
、
天
祥
は
杜
滸
と
脱
出
を
図
る
が
、
劉

百
戸
が
部
下
二
、
三
〇
人
を
連
れ
て
巡
羅
す
る
の
に
遭
い
断
念
。
平
江
（
蘇
州
）

で
も
脱
出
は
か
な
わ
ず
、
そ
の
機
会
は
一
行
が
京
口
（
鎮
江
）
に
停
泊
し
て
い

た
と
き
に
よ
う
や
く
訪
れ
る
。
天
祥
と
杜
滸
は
、
失
敗
し
た
と
き
の
死
を
覚
悟

し
、
長
江
を
渡
り
未
だ
宋
軍
が
死
守
し
て
い
た
真
州
に
向
か
う
脱
出
行
を
決
意

し
た
。
天
祥
は
こ
の
と
き
自
決
用
の
匕
首
を
準
備
し
て
い
る
。
真
州
人
で
あ
る

余
元
慶
が
舟
を
手
配
し
、
鎮
江
郊
外
の
長
江
岸
辺
に
あ
る
甘
露
寺
の
下
を
待
ち

合
わ
せ
の
場
所
と
し
た
。
問
題
は
、
元
軍
の
監
視
の
目
か
ら
ど
う
や
っ
て
逃
れ
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る
か
で
あ
る
。
夜
の
闇
に
ま
ぎ
れ
人
通
り
の
少
な
い
間
道
を
通
り
甘
露
寺
に
至

る
に
は
土
地
の
道
案
内
人
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

天
祥
が
「
杜
架
閣
は
、
ま
る
で
狂
人
の
よ
う
だ
。
街
に
出
て
は
飲
み
歩
き
、

た
ま
た
ま
本
朝
の
あ
り
さ
ま
を
悲
憤
慷
慨
す
る
人
物
に
会
う
と
、
す
ぐ
金
を
渡

し
、
秘
密
だ
と
言
っ
て
計
画
を
打
ち
明
け
て
は
、
舟
が
調
達
で
き
ず
に
終
わ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
十
数
回
繰
り
返
し
、
い
つ
計
画
が
漏
え
い
す
る
か
気
が
気
で

は
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
杜
滸
の
行
動
は
「
状
元
宰
相
」
文
天
祥
の
理

解
を
超
え
て
い
た
。

二
月
十
八
日
に
鎮
江
に
至
っ
て
か
ら
の
杜
滸
の
工
作
活
動
に
よ
っ
て
、
決
行

は
二
十
九
日
と
な
る
。
杜
滸
は
、
連
日
、
共
に
飲
む
こ
と
で
親
し
く
な
っ
た
「
真

州
老
校
」
を
三
百
両
の
報
酬
で
道
案
内
人
と
し
た
。
鎮
江
に
は
城
壁
が
な
く
、

通
り
は
狭
く
江
岸
ま
で
一
〇
里
あ
る
が
、
間
道
を
通
っ
た
の
で
僅
か
数
ブ
ロ
ッ

ク
を
抜
け
た
だ
け
で
人
家
の
な
い
野
原
に
出
た
。
も
し
こ
の
老
校
を
得
ら
れ
な

け
れ
ば
市
街
を
行
か
ね
ば
な
ら
ず
脱
出
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
述
懐

し
て
い
る
）
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。
当
夜
は
決
行
時
に
老
校
が
酔
っ
て
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
老
妻
に
詰

問
さ
れ
る
と
い
う
失
敗
も
あ
っ
た
が
、
杜
滸
の
機
転
で
窮
地
を
逃
れ
た
。

文
天
祥
ら
は
鎮
江
滞
在
中
、
運
河
沿
い
の
沈
頤
の
家
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。

監
視
の
王
千
戸
は
片
時
も
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。
あ
る
と
き
一
将
校
が
や
っ
て

来
た
。
何
者
か
と
問
う
と
劉
百
戸
と
答
え
夜
禁
の
担
当
だ
と
い
う
。
何
の
仕
事

か
と
問
う
と
、
官
燈
を
照
ら
し
往
来
の
便
と
す
る
と
い
う
。
杜
滸
は
こ
れ
を
聞

く
と
早
速
か
れ
に
接
近
し
、
よ
し
み
を
強
要
し
て
遂
に
は
約
し
て
兄
弟
と
な
っ

た
。
当
日
は
妓
館
に
連
れ
出
し
、
さ
ん
ざ
ん
飲
ま
せ
て
泊
る
よ
う
に
仕
向
け
て

か
ら
、
こ
れ
か
ら
文
丞
相
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
夜
禁
が
心
配
だ
と
い
う
と
、

劉
は
俺
の
官
燈
を
使
え
、
小
者
に
持
た
せ
行
か
せ
る
、
問
題
な
い
と
答
え
る
。

こ
う
し
て
約
束
通
り
、
小
者
が
官
燈
を
も
っ
て
く
る
と
、
沈
家
の
主
人
と
王
千

戸
を
酔
い
つ
ぶ
し
て
い
た
天
祥
は
衣
服
を
変
え
、
杜
滸
に
つ
い
て
行
く
。
途
中
、

誰
何
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
街
を
出
る
と
、
杜
滸
は
小
者
に
銀
を
与
え
帰
し
た
。

無
事
、
京
口
を
脱
出
し
た
天
祥
一
行
だ
が
、
た
ど
り
つ
い
た
真
州
城
か
ら
二

日
後
に
放
り
出
さ
れ
、
揚
州
で
も
入
城
す
る
ど
こ
ろ
か
殺
害
さ
れ
る
恐
怖
に
怯

え
る
。
揚
州
に
拠
る
制
置
使
李
庭
芝
が
、
文
天
祥
一
行
は
元
軍
に
内
通
す
る
偽

物
な
の
で
抹
殺
せ
よ
と
い
う
情
報
が
流
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
間
、
余
元

慶
ら
四
人
が
逃
亡
し
、
元
軍
が
横
行
す
る
な
か
絶
体
絶
命
の
窮
地
に
陥
る
。
そ

の
な
か
で
、
杜
滸
の
示
し
た
、
こ
こ
で
死
ぬ
の
は
無
益
で
あ
り
、
高
郵
に
出
て

通
州
か
ら
渡
海
し
て
江
南
に
帰
り
、
二
王
に
合
流
す
る
と
い
う
方
針
に
従
い
天

祥
は
逃
避
行
を
続
け
た
。
途
中
、
元
軍
の
騎
馬
二
十
余
騎
に
遭
遇
し
て
一
人
が

拉
致
さ
れ
二
人
が
負
傷
、
一
人
は
病
死
、
艱
難
辛
苦
、
万
死
に
一
生
を
得
て
、

徳
祐
二
年
閏
三
月
十
七
日
、
天
祥
以
下
六
名
が
通
州
か
ら
船
で
台
州
に
向
か
っ

た
。文

天
祥
は
、
台
州
に
向
か
う
船
の
な
か
で
、
杜
滸
に
つ
い
て
こ
う
記
し
て
い

る
。「
貴
卿
と
余
は
患
難
を
同と

も

に
す
。
二
月
晦
自
り
今
日
に
至
る
ま
で
死
と
鄰

り
爲た

ら
ざ
る
の
日
な
し
。
平
正
の
交
游
、
目
を
舉
ぐ
れ
ば
何
く
に
か
在
る
。
貴

卿
、
真
に
吾
が
異
姓
の
兄
弟
な
り
」（「
指
南
録
」
三　
「
貴
卿
」）。
ま
た
大
都

の
獄
中
で
「
司
農
卿
、
廣
東
提
舉
招
討
副
使
、
都
督
府
謀
官
杜
滸
、
字
は
貴
卿
、

丞
相
立
齋
の
姪
な
り
。
性
は
剛
猛
、
京
師
に
游
俠
爲
り
。
予
の
北
行
す
る
や
、
滸
、
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從
う
を
願
う
。
鎮
江
の
脱
す
る
は
、
滸
の
力
な
り
。
淮
甸
を
匍
匐
し
、
艱
虞
を

衛
護
し
、
忠
労
備
え
盡
く
す
、
嗚
呼
、
義
士
と
謂
う
べ
し
」（「
集
杜
詩
」
杜
大

卿
滸
第
一
三
二
）。
天
祥
は
、
游
侠
で
あ
り
、
義
士
で
あ
る
杜
滸
と
は
異
姓
兄
弟
、

す
な
わ
ち
義
兄
弟
と
ま
で
い
う
。
確
か
に
杜
滸
な
く
し
て
京
口
か
ら
の
脱
出
は

あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
天
祥
が
大
義
名
分
に
殉
ず
る
た
め
の

橋
渡
し
と
し
て
、
游
侠
の
義
の
世
界
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
王
に
合
流
し
た
杜
滸
は
、
天
祥
と
と
も
に
抗
元
活
動
に
従
事
す
る
。
天
祥

が
潮
陽
に
移
る
と
き
に
分
か
れ
、
海
路
厓
山
に
向
か
っ
た
。
五
坡
嶺
で
捕
ら
わ

れ
広
州
五
羊
に
置
か
れ
た
天
祥
の
前
に
、
厓
山
で
捕
虜
と
な
っ
た
杜
滸
が
現
れ

た
。
そ
の
と
き
の
あ
り
さ
ま
を
天
祥
は
「
…
余
、
五
羊
に
至
る
。
滸
來
り
見
ゆ
。

病
に
て
復
た
人
形
無
し
。
虜
の
網
羅
中
に
在
り
、
力
を
容
る
所
無
し
、
尋
い
で

死
を
聞
く
、
哀
し
い
哉
」（「
杜
詩
集
」
杜
大
卿
滸
一
三
三
）
と
回
顧
し
て
い
る
。

四　

元
人
と
の
対
話

文
天
祥
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
徳
祐
二
年
正
月
二
十
日
、
講
和
使
節
と
し
て

皋
亭
山
の
元
軍
総
司
令
官
伯
顔
軍
営
に
赴
き
交
渉
を
申
し
入
れ
た
。
こ
こ
で
の

丞
相
伯
顔
、
総
管
唆
都
と
の
対
話
を
始
め
と
し
、
捕
虜
後
は
元
帥
張
弘
範
、
丞

相
博
羅
、
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
と
元
側
と
の
一
連
の
遣
り
取
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
大
部
分
は
天
祥
自
身
の
記
述
な
の
で
、
元
側
の
対
応
と
い
っ
て
も
あ

く
ま
で
天
祥
が
そ
う
理
解
し
た
と
い
う
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
が
、
少
な
く
と
も

天
祥
の
主
張
は
本
人
の
考
え
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
遣
り
取
り
を
簡
単
に
紹
介

し
、
天
祥
の
主
張
を
確
認
す
る
。
ま
ず
「
指
南
録
」
一　

紀
事
六
首　

か
ら
み

よ
う
。

伯
顔
に
対
し
天
祥
は
、「
前
の
宰
相
（
陳
宜
中
ら
）
と
の
経
緯
に
つ
い
て
は

与
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
今
、
大
皇
（
謝
太
后
）
は
自
分
を
宰
相
と
し
た

が
辞
退
し
、
ま
ず
講
和
の
件
で
こ
こ
に
来
た
」
と
述
べ
る
。
但
し
す
ぐ
後
で
、

丞
相
の
資
格
で
交
渉
し
て
い
る
と
自
ら
い
っ
て
い
る
。
伯
顔
は
「
丞
相
（
文
天

祥
）
が
、（
国
の
）
大
事
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
る
」
と
応
じ
た
。

天
祥
は
「
本
朝
は
帝
王
の
正
統
を
承
け
、
衣
冠
礼
楽
の
在
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

北
朝
（
元
）
は
（
宋
）
国
の
存
続
を
望
む
の
か
、
そ
れ
と
も
社
稷
を
毀
と
う
と

望
む
の
か
」
と
畳
み
掛
け
る
。
伯
顔
は
世
祖
の
詔
を
出
し
て
解
説
し
「
社
稷
は

そ
の
ま
ま
、
百
姓
は
殺
さ
な
い
」
と
述
べ
る
。
天
祥
「
爾
、
前
後
に
吾
が
使
に

約
束
し
た
が
、
信
を
失
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
、
両
国
の
丞
相
が
親
し
く
盟

約
を
定
め
、（
そ
の
た
め
に
は
）
ま
ず
兵
を
平
江
（
蘇
州
）
あ
る
い
は
嘉
興
に

退
け
る
べ
き
で
あ
る
。（
盟
約
の
）
内
容
が
北
朝
に
伝
わ
る
の
を
待
ち
、
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
か
を
み
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
議
論
を
続
け
よ
う
」。
天
祥
は
、

当
時
、
元
軍
が
す
で
に
京
城
に
迫
り
、
危
急
を
緩
め
る
た
め
に
は
、
た
だ
北
と

誼
を
通
じ
、
後
計
を
図
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
の

だ
と
状
況
を
説
明
し
、
伯
顔
を
激
し
く
論
難
し
て
、
も
し
自
分
の
提
案
の
よ
う

で
あ
れ
ば
、
両
国
は
大
変
う
ま
く
ゆ
く
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
南
北
の
戦
禍
は
止

ま
ず
、
爾
の
利
と
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。
し
か
し
北
の
言
辞
は
だ
ん
だ
ん

不
遜
と
な
っ
た
の
で
「
吾
は
南
朝
の
状
元
宰
相
た
り
。
た
だ
一
死
報
国
を
欠
く

だ
け
で
あ
り
、
刀
鋸
鼎

は
懼
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
わ
ば
啖
呵
を
切



四
六

る
と
、
伯
顔
は
言
葉
に
窮
し
た
が
、
怒
る
勇
気
は
な
か
っ
た
。
居
並
ぶ
将
軍
た

ち
は
互
い
に
見
合
い
顔
色
を
変
え
、
自
分
を
「
丈
夫
」
と
称
え
た
。
そ
の
晩
の

将
軍
た
ち
の
軍
議
は
長
く
、
突
然
、
自
分
は
軍
営
に
拘
留
さ
れ
た
。
当
時
は
北

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
無
礼
は
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
自
分
が
拘
束
さ
れ
る
と
、

次
に
賈
餘
慶
が
迎
え
入
れ
ら
れ
、
こ
う
し
て
（
自
分
が
担
っ
た
講
和
と
い
う
）

国
事
は
収
拾
で
き
な
か
っ
た
。
な
ん
と
い
う
こ
と
か
）
14
（

。

多
少
補
い
な
が
ら
意
訳
す
れ
ば
「
指
南
録
」
の
記
述
は
以
上
の
よ
う
に
な
る
。

劉
「
伝
」
の
該
当
箇
所
は
、
文
語
文
と
し
て
表
現
が
簡
潔
と
な
り
、
状
況
説
明

を
補
足
す
る
が
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。「
指
南
録
」
は
、
別
項
で
降
伏
し
た
賈

餘
慶
や
投
降
し
た
将
軍
呂
文
煥
ら
を
痛
罵
し
、
売
国
の
罪
を
責
め
、
天
祥
の
宋

朝
維
持
の
熱
い
想
い
を
際
立
た
せ
る
。
で
は
伯
顔
の
対
応
を
伝
え
る
『
元
史
』

一
二
七　

伯
顔
伝
に
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

丙
戌
（
正
月
二
十
日
）、
軍
士
に
禁
じ
入
城
す
る
こ
と
毋
れ
、
と
。
呂
文

煥
を
遣
わ
し
黄
榜
を
持
し
て
臨
安
中
外
の
軍
民
に
諭
し
、
安
堵
す
る
こ
と

故
の
如
か
ら
し
む
。
是
よ
り
先
、
三
衙
の
衛
士
、
白
晝
人
を
殺
し
、
閭
里

の
小
民
、
亂
に
乘
じ
剽
掠
す
。
是
に
至
り
民
皆
な
之
れ
に
安
ん
ず
。
丁
亥

（
二
十
一
日
）、
程
鵬
飛
・
洪
雙
壽
等
を
遣
わ
し
宮
に
入
り
、
謝
后
を
慰
諭

せ
し
む
。
戊
子
（
二
十
二
日
）、
謝
后
、
丞
相
呉
堅
・
文
天
祥
、
樞
密
謝
堂
、

安
撫
賈
餘
慶
、
内
官
鄧
惟
善
を
遣
わ
し
、
來
り
見
ゆ
。
伯
顔
、
慰
し
て
之

れ
を
遣か

え

す
。
天
祥
を
顧
み
る
に
舉
動
常
な
ら
ず
。
異
志
有
る
を
疑
い
、
之

れ
を
軍
中
に
留
む
。
天
祥
數
し
ば
歸
す
を
請
う
も
、
伯
顔
笑
い
て
答
え
ず
。

天
祥
怒
り
て
曰
く
「
我
、
此
れ
に
來
た
る
は

國
の
大
事
の
爲
な
り
。
彼

皆
な
遣か

歸え

す
。
何
故
に
我
を
留
む
や
」
と
。
伯
顔
曰
く
「
怒
る
勿
れ
。
汝

は
宋
の
大
臣
爲
り
。
責
任
輕
か
ら
ず
。
今
日
の
事
、
政
當
に
我
と
之
れ
を

共
に
せ
ん
」
と
。
忙
古
歹
・
唆
都
を
に
令
し
て
館
伴
し
之
れ
を
覊
縻
せ
し

む
。

文
天
祥
が
伯
顔
陣
営
に
赴
い
た
二
十
日
に
は
、
す
で
に
事
態
が
急
速
に
動
い
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
伯
顔
は
、
前
年
の
十
二
月
に
、
宋
側
の
元
と
宋
両
皇
帝

の
関
係
を
伯
姪
に
し
、
歳
幣
銀
二
十
五
万
両
、
絹
二
十
五
万
匹
を
送
る
と
い
う

具
体
的
条
件
を
示
し
て
の
講
和
申
し
込
み
を
一
蹴
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
謝

后
側
は
降
伏
を
決
断
し
「
納
降
表
」
を
学
士
院
に
執
筆
さ
せ
た
）
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。
正
月
九
日
に

は
宰
相
陳
宜
中
が
監
察
御
史
劉

を
伯
顔
に
遣
わ
し
、
伯
姪
で
は
な
く
臣
下
と

な
る
こ
と
を
打
診
し
て
い
る
（『
宋
史
』
四
七
は
正
月
五
日
）。
文
天
祥
が
、
陳

宜
中
に
よ
る
交
渉
の
経
緯
に
つ
い
て
「
与
り
知
ら
な
い
」
と
い
っ
た
の
は
、
こ

れ
ら
の
経
過
を
指
し
て
の
こ
と
で
、
自
分
の
提
言
は
独
自
の
も
の
だ
と
言
い
た

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
祥
の
「
紀
年
録
」
は
、
こ
の
間
の
動
き
を
、
十
八
日
、

伯
顔
が
皋
亭
山
に
至
り
、
夕
刻
、
宜
中
が
逃
亡
、
十
九
日
、
元
の
軍
営
に
行
く

命
が
降
り
、
二
十
日
、
軍
営
で
伯
顔
と
論
争
、
抑
留
さ
れ
、
二
十
一
日
、
宰
相

呉
堅
以
下
が
降
伏
、
と
記
し
て
い
る
。
一
方
、
上
掲
『
宋
史
』『
元
史
』
と
も

に
十
八
日
に
は
宋
朝
が
伝
国
の
璽
お
よ
び
降
表
を
奉
じ
軍
営
に
至
っ
た
と
明
記

す
る
。
使
者
に
つ
い
て
『
宋
史
』
が
監
察
御
史
楊
應
奎
、『
元
史
』
が
知
臨
安

府
賈
餘
慶
ほ
か
宋
室
二
名
と
人
物
は
異
な
る
が
、
こ
れ
を
受
け
た
伯
顔
は
、
嚢

加
歹
を
臨
安
に
帰
る
賈
餘
慶
に
同
行
さ
せ
、
宋
の
宰
臣
を
召
し
て
降
伏
を
協
議

す
る
こ
と
を
伝
え
た
。
宋
側
は
、
十
九
日
、
陳
宜
中
が
逃
亡
し
た
の
で
文
天
祥



つ
ま
る
と
こ
ろ
文
天
祥
は
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
か
？

四
七

を
代
わ
り
に
す
る
こ
と
に
し
、
右
丞
相
と
し
た
。
天
祥
は
官
を
拝
さ
な
か
っ
た

が
、
二
十
日
、
宰
相
呉
堅
と
と
も
に
軍
営
に
向
か
う
。
こ
の
よ
う
に
天
祥
の
軍

営
派
遣
は
、
す
で
に
決
ま
っ
た
降
伏
の
一
連
の
協
議
過
程
の
一
コ
マ
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
朝
廷
は
、
な
ぜ
降
伏
に
絶
対
反
対
す
る
で
あ
ろ
う
文
天
祥
を
敢
え
て

降
伏
使
節
の
一
員
に
加
え
た
の
か
。
ま
た
十
八
日
に
は
陳
宜
中
の
逃
亡
と
前
後

し
て
二
王

・

を
擁
し
て

馬
都
尉
楊
鎮
ら
が
、
ま
た
武
将
張
世
傑
、
宗
正

少
卿
陸
秀
夫
ら
が
臨
安
を
離
れ
て
い
る
。
文
天
祥
は
な
ぜ
そ
れ
ら
に
加
わ
ら
な

か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
加
え
て
貰
え
な
か
っ
た
の
か
、
一
連
の
流
れ
の
な
か

で
宋
廷
降
伏
派
の
思
惑
は
、
解
明
す
べ
き
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
『
元
史
』
に
お
い
て
、
伯
顔
の
文
天
祥
に
対
す
る
態
度
は
、
適
当
に
あ
し

ら
う
と
い
っ
て
は
い
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
が
、
降
伏
を
め
ぐ
る
真
剣
な
交
渉
相
手

と
し
て
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

文
天
祥
の
監
視
役
と
な
っ
た
唆
都
と
の
会
話
が
「
指
南
録
」
一　

唆
都　

に

残
さ
れ
て
い
る
。「
唆
都
が
い
う
に
は
、
大
元
は
学
校
を
興
し
、
科
挙
を
立
て

よ
う
と
し
て
い
る
。
丞
相
は
大
宋
に
在
っ
て
状
元
宰
相
で
あ
る
。
今
か
ら
大
元

の
宰
相
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
丞
相
が
い
つ
も
言
う
、
国
存
す
れ
ば
国
と

與
に
し
、
国
亡
び
れ
ば
国
と
與
に
す
る
は
、
ま
さ
に
男
子
の
心
で
あ
る
け
れ
ど
、

天
下
は
統
一
さ
れ
た
。
大
元
の
宰
相
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
国
亡
與
亡
の

四
字
は
言
う
の
を
や
め
よ
、
と
。
自
分
は
哭
し
て
拒
ん
だ
。
唆
都
は
常
に
予
が

節
に
殉
ず
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
」
と
。『
元
史
』
一
二
九
の
唆
都
伝
に
こ
の

会
話
は
出
て
こ
な
い
が
、
や
が
て
元
側
が
言
い
出
す
「
仕
官
す
れ
ば
丞
相
に
す

る
」
と
い
う
話
し
の
初
出
で
あ
る
。
固
よ
り
唆
都
に
そ
の
権
限
は
な
い
が
、
天

祥
の
監
視
役
と
し
て
、
自
殺
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
景
炎
三
年
（
至
元
十
五
年　

一
二
七
八
）
十
二
月
、
元
軍
の
捕
囚

と
な
っ
た
文
天
祥
は
毒
薬
を
あ
お
っ
た
が
死
に
切
れ
ず
、
蒙
古
漢
軍
都
元
帥
張

弘
範
の
も
と
に
置
か
れ
る
。『
元
史
』
一
五
六　

張
弘
範
伝
は
、「
宋
丞
相
文
天

祥
を
五
坡
嶺
に
獲
え
、
之
れ
を
拜
せ
し
む
る
も
屈
せ
ず
。
弘
範
、
之
れ
を
義
と

し
、
待
す
る
に
賓
禮
を
以
っ
て
す
」
と
記
す
。
劉
岳
申
は
も
う
少
し
詳
し
く
「
弘

範
、
必
ず
禮
を
以
っ
て
見
え
ん
と
欲
し
、
相
見
の
禮
を
議
す
。
天
祥
曰
、
吾
れ

跪
く
能
わ
ず
。
吾
れ
嘗
て
伯
顔
・
阿
朮
に
見
え
る
も
惟
だ
長
揖
す
る
の
み
。
或

る
ひ
と
曰
く
、
奈
何
ぞ
拜
せ
ざ
ら
ん
や
、
と
。
天
祥
曰
く
、
吾
死
す
る
能
う
も
、

拜
す
る
能
わ
ず
。
弘
範
も
亦
た
強
い
る
能
わ
ず
。
遂
に
長
揖
を
以
っ
て
相
見
ゆ
」

と
拝
礼
を
拒
否
し
、
弘
範
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
天
祥
に
と
り
、
屈
服
し
な

い
と
い
う
態
度
を
貫
く
こ
と
が
先
ず
大
事
で
あ
っ
た
。

翌
祥
興
元
年
（
至
元
十
六
年
）
正
月
二
日
、
張
弘
範
は
天
祥
を
連
れ
て
船
に

乗
り
厓
山
へ
と
向
か
う
。
十
三
日
、
弘
範
は
天
祥
に
、
厓
山
に
集
結
し
て
い
る

宋
軍
の
総
大
将
張
世
傑
に
降
伏
勧
告
書
を
書
く
よ
う
に
命
ず
る
。
こ
れ
に
対
し

天
祥
は
「
我
れ
自
ら
父
母
を
救
わ
ん
と
し
て
得
ざ
る
に
、
乃
ち
人
を
し
て
父
母

に
背
か
し
む
る
こ
と
可
な
ら
ん
か
」
と
答
え
、
代
わ
り
に
詩
を
書
い
て
示
し
た
。

こ
れ
が
末
尾
の
「
人
生
、
古
よ
り
誰
か
死
な
か
ら
ん
、
丹
心
を
留
取
し
汗
青
を

照
ら
さ
ん
」
の
句
で
有
名
な
「
過
零
丁
洋
」
で
あ
る
。
天
祥
は
、
こ
れ
を
読
ん

だ
弘
範
が
「
好
人
好
詩
」
と
称
え
、
降
伏
勧
告
書
の
執
筆
を
強
制
し
な
か
っ
た

と
書
き
、
劉
「
伝
」
は
「
弘
範
、
笑
い
て
之
れ
を
置
く
」
と
記
す
。
い
ず
れ
に



四
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し
て
も
天
祥
が
捕
虜
に
な
っ
た
時
点
で
、
弘
範
は
「
客
禮
」（「
紀
年
録
」）
を

以
っ
て
遇
し
、
そ
の
態
度
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
厓
山
沖
の
船
か
ら
宋

軍
壊
滅
の
始
終
を
目
の
当
た
り
に
し
た
天
祥
に
と
り
、
残
さ
れ
た
唯
一
の
道

「
死
」
の
意
味
を
明
確
に
方
向
づ
け
た
の
は
、
天
祥
を
評
価
す
る
弘
範
と
の
対

話
で
あ
っ
た
。

三
月
十
四
日
）
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、
広
州
に
戻
っ
た
弘
範
は
、
将
軍
た
ち
を
集
め
て
宴
を
開
く
。

酒
杯
を
挙
げ
、
お
も
む
ろ
に
天
祥
に
い
う
「
国
は
亡
び
た
。
忠
孝
の
事
は
尽
し

た
。
丞
相
は
心
を
改
め
考
え
を
変
え
、
大
宋
に
仕
え
た
よ
う
に
大
元
に
仕
え
よ
。

大
元
の
賢
相
は
、
丞
相
に
非
ず
し
て
誰
が
で
き
よ
う
。」
天
祥
は
涙
し
て
い
う

「
国
亡
ぶ
も
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、
人
臣
と
し
て
死
ん
で
も
ま
だ
余
罪
が
あ
る
。

い
わ
ん
や
敢
え
て
そ
の
死
か
ら
逃
が
れ
、
そ
の
心
を
二
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。」
弘
範
は
ま
た
い
う
「
国
が
亡
び
、
そ
こ
で
死
ん
だ
な
ら
、
誰

が
復
た
こ
の
こ
と
を
書
く
の
か
。」
天
祥
が
い
う
「
商
が
亡
び
て
（
伯
）
夷
（
叔
）

斉
が
周
の
粟
を
食
ま
ざ
る
は
、
ま
た
自
ら
そ
の
心
を
尽
く
す
の
み
だ
か
ら
で
あ

る
。
ど
う
し
て
書
す
と
書
さ
ざ
る
を
論
ず
る
の
か
。」
弘
範
は
姿
勢
を
正
し
た
。

こ
こ
に
元
に
仕
え
る
か
、
宋
に
殉
じ
て
死
ぬ
か
、
そ
の
二
者
択
一
が
よ
り
鮮
明

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
も
う
一
つ
の
場
面
を
劉
「
伝
」
は
描
く
。
副
元
帥
の
龐
鈔
児
赤

な
る
者
が
天
祥
に
酒
を
注
い
だ
が
、
天
祥
は
礼
を
為
さ
な
か
っ
た
。
龐
鈔
児
赤

は
怒
っ
て
天
祥
を
罵
倒
し
、
天
祥
も
罵
倒
し
返
し
、
速
や
か
な
る
死
を
請
う
た
、

こ
と
で
あ
る
。
些
細
な
事
件
と
は
い
え
、
張
弘
範
と
モ
ン
ゴ
ル
軍
将
の
天
祥
に

対
す
る
態
度
の
違
い
は
際
立
つ
。
河
北
易
州
出
身
の
漢
人
世
侯
張
柔
の
息
子
で

あ
る
弘
範
は
、
士
大
夫
官
僚
の
価
値
観
を
理
解
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。『
元
史
』
本
伝
に
は
、
天
祥
を
捕
ら
え
た
記
事
の
後
に
「
宋
禮
部
侍
郎
鄧

光
薦
を
獲
る
。
子
の
珪
に
命
じ
之
れ
に
事
え
せ
し
む
」
と
あ
り
、
鄧
光
薦
は
後

に
中
書
平
章
政
事
に
ま
で
な
る
張
珪
に
、
一
編
の
書
「
相
業
」
を
撰
し
贈
っ
た
。

弘
範
は
世
祖
に
、
天
祥
が
ど
う
し
て
も
屈
服
し
な
い
こ
と
、
及
び
そ
の
か
れ
を

殺
さ
な
い
理
由
を
上
奏
し
、
天
祥
を
京
師
に
護
送
せ
よ
と
の
命
を
承
っ
た
。

大
都
に
送
ら
れ
た
天
祥
は
、
尋
問
す
る
博
羅
丞
相
）
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と
通
訳
を
介
し
て
長
い
遣

り
取
り
を
し
て
い
る
。「
紀
年
録
」
に
記
し
た
内
容
は
、
①
い
つ
も
の
跪
拜
か

長
揖
か
の
争
い
。
今
回
は
左
右
が
強
引
に
跪
拜
の
形
を
作
ら
せ
た
。
②
王
朝
の

興
亡
は
常
で
あ
り
、
亡
国
の
宰
相
の
取
る
べ
き
態
度
を
述
べ
、
宋
の
宰
相
と
し

て
国
が
亡
び
れ
ば
自
分
も
死
ぬ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
③
博
羅
が
興
亡
の

歴
史
の
説
明
を
求
め
た
こ
と
に
、
十
七
史
の
解
説
を
さ
せ
る
の
か
、
こ
こ
は
博

学
宏
詞
科
の
試
験
場
で
は
な
い
と
色
め
き
た
っ
た
こ
と
を
記
す
。
④
宋
の
賊
臣

が
国
を
献
じ
た
後
、
二
王
と
老
母
の
存
在
が
自
分
の
死
を
止
め
て
い
る
と
の
天

祥
の
言
葉
を
受
け
、
博
羅
が
、
君
主
で
あ
る
徳
祐
帝
（
恭
帝
）
を
棄
て
、
二
王

を
立
て
る
の
は
忠
臣
と
は
い
え
な
い
と
詰
問
。
そ
れ
に
対
し
、
国
を
失
っ
た
あ

と
は
、
社
稷
は
重
く
君
は
軽
い
こ
と
か
ら
、
社
稷
宗
廟
の
計
に
よ
っ
て
新
た
な

君
主
を
立
て
た
と
反
論
す
る
。
⑤
こ
こ
で
尋
問
者
の
な
か
か
ら
新
た
に
恐
ら
く

漢
人
一
人
と
張
平
章
が
発
言
す
る
。
両
人
と
も
二
王
即
位
の
正
統
性
を
疑
い
、

即
位
は
簒
奪
で
は
な
い
か
と
問
題
視
し
た
。
天
祥
は
徳
祐
は
退
位
し
て
い
る
か

ら
簒
奪
で
は
な
い
と
し
、
手
続
き
的
に
は
度
宗
の
子
、
徳
祐
の
兄
弟
で
あ
り
、

太
皇
太
后
の
言
葉
に
拠
っ
て
い
る
の
で
「
受
命
」
で
な
い
と
は
い
え
な
い
、
と



つ
ま
る
と
こ
ろ
文
天
祥
は
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
か
？

四
九

反
論
し
た
が
、
元
側
は
納
得
し
な
い
様
子
で
あ
る
。
⑥
博
羅
は
、
す
で
に
す
べ

て
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
何
を
し
て
も
無
駄
だ
と
い
う
が
、
天
祥
は
、
人
臣

は
君
に
仕
え
、
子
は
父
に
仕
え
る
、
父
が
病
で
為
す
す
べ
が
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
ど
う
し
て
薬
を
投
じ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
救
え
な
い
の
は
天
命
で
あ

る
、
こ
こ
に
至
れ
ば
天
祥
は
死
ぬ
だ
け
で
あ
る
と
主
張
し
、
怒
っ
た
博
羅
は
、

お
ま
え
は
死
に
た
い
と
い
う
が
、
俺
は
す
ぐ
に
は
死
な
せ
な
い
、
牢
屋
に
ぶ
ち

こ
ん
で
や
る
、
と
感
情
的
に
な
る
。
天
祥
は
、
自
分
は
義
で
死
ぬ
の
で
あ
る
か

ら
収
禁
な
ど
関
係
な
い
、
と
返
せ
ば
、
博
羅
は
ま
す
ま
す
激
昂
し
、
通
訳
は
も

は
や
伝
え
な
く
な
っ
た
、
と
あ
る
。

元
人
と
の
対
話
の
最
後
は
、
至
元
十
九
年
（
一
二
八
二
）
十
二
月
八
日
の
世

祖
フ
ビ
ラ
イ
と
の
問
答
で
あ
る
。
文
天
祥
自
身
の
記
録
は
な
く
、
経
緯
は
、
劉

「
伝
」
や
「
紀
年
録
」
に
付
さ
れ
た
鄧
光
薦
「
文
丞
相
傳
」
に
み
え
る
。
世
祖
は
、

天
祥
が
宋
に
仕
え
た
よ
う
に
元
に
仕
え
れ
ば
中
書
宰
相
の
座
を
用
意
す
る
と
い

い
、
天
祥
は
今
ま
で
と
同
じ
く
死
を
願
っ
た
と
い
う
内
容
で
、
先
の
張
弘
範
と

の
問
答
の
再
現
で
あ
る
。
世
宗
は
弘
範
の
上
奏
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

対
話
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
元
朝
皇
帝
と
の
遣
り
取
り
で
、

文
天
祥
と
元
朝
と
の
交
渉
は
最
終
的
に
完
結
し
た
こ
と
に
な
る
。

文
天
祥
が
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
自
ら
の
言
動
を
回
顧
し
て
記
し
た
個
人
的

な
記
録
で
あ
る
「
指
南
録
」「
紀
年
録
」
と
、
元
朝
の
正
史
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
『
元
史
』
の
記
述
を
同
列
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
が
よ

り
事
実
に
近
い
か
と
か
、
よ
り
正
し
い
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
ど
う
い
う

視
点
と
視
野
か
ら
文
天
祥
が
記
録
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
す

な
わ
ち
文
天
祥
の
言
動
を
検
討
す
る
わ
れ
わ
れ
の
問
題
に
つ
な
が
る
。
伯
顔
に

し
ろ
博
羅
に
し
ろ
、
元
朝
の
非
漢
人
武
将
が
天
祥
の
主
張
を
理
解
し
た
よ
う
に

は
思
え
な
い
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
文
天
祥
問
題
は
、
元
軍
平
宋
過
程
の
一
コ
マ

に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
世
の
、
宋
代
士
大
夫
の
総
決
算
で
あ
る
文

天
祥
と
い
う
評
価
が
確
立
す
る
た
め
に
は
、
文
天
祥
側
の
記
録
の
伝
達
が
必
須

で
あ
っ
た
。

結
び
に
か
え
て

科
挙
の
状
元
合
格
か
ら
始
ま
る
文
天
祥
の
生
涯
は
、
す
べ
て
が
状
元
宰
相
と

し
て
の
刑
死
に
収
斂
し
て
ゆ
く
受
難
物
語
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
天
祥

の
殉
節
を
可
能
に
す
る
に
は
、
単
純
に
忠
君
愛
国
の
強
い
想
い
だ
け
で
は
十
分

で
な
い
。
小
論
は
、
当
時
の
士
大
夫
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
孝
の

問
題
、
ま
た
中
国
史
の
基
層
に
通
流
す
る
任
侠
の
義
が
刑
死
の
成
就
に
は
必
要

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
み
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
課
題
と
し
て
、

文
天
祥
の
言
動
が
い
か
に
記
録
さ
れ
、
伝
わ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
す
で
に
紙
数
も
尽
き
た
。
詳
細
は
別
に
考
え
る

こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
二
、
三
の
論
点
を
提
示
し
結
び
に
代
え
る
。

今
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
文
天
祥
の
言
動
を
知
る
基
本
史
料
は
、
か
れ
の

文
集
に
収
録
さ
れ
た
本
人
の
著
作
で
あ
る
。
と
く
に
「
指
南
録
」「
紀
年
録
」「
集

杜
詩
」
は
、
伯
顔
陣
営
に
赴
い
て
か
ら
の
行
動
を
詳
細
に
伝
え
る
。
問
題
は
そ

れ
ら
が
通
常
の
著
作
環
境
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
指
南



五
〇

録
」
自
序
は
、
徳
祐
二
年
（
一
二
七
六
）
閏
三
月
十
七
日
、
通
州
か
ら
海
に
浮

か
び
三
十
日
に
台
州
に
至
る
船
中
で
記
し
た
と
い
い
、「
指
南
後
録
」
は
、「
紀

年
録
」「
集
杜
詩
」
と
と
も
に
獄
中
記
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
獄
外
に
持
ち
出
さ
れ
「
文
集
」
に
収
録
さ
れ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
「
文
集
」

の
編
纂
は
い
つ
誰
が
行
っ
た
の
か
。
宋
元
交
替
の
混
乱
期
を
く
ぐ
り
抜
け
、
上

梓
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
が
今
ま
で
の
研
究
で
は
十
分
明
ら
か
で
な
い
。『
研

究
』
は
当
然
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
が
、「
文
集
」
諸
版
本
の
考
察
に
つ
い

て
は
詳
し
い
が
、
今
は
伝
わ
ら
な
い
元
版
と
、
そ
の
編
纂
過
程
は
依
然
不
明
で

あ
る
。
大
都
で
は
早
く
か
ら
文
天
祥
の
詩
集
が
『
吟
嘯
集
』
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
と
い
う
。
獄
中
著
作
を
収
集
し
、「
文
集
」
編
纂
に
尽
力
し
た
の
は
弟
の
壁

で
あ
り
、
養
子
の
陞
と
そ
の
子
の
富
が
最
初
の
『
道
体
堂
本
』
刊
行
に
関
係
し

た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
文
天
祥
研
究
の
基
礎
と
な
る
史
料
学

が
、
今
後
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
）
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注

（
１
）　

南
宋
末
臨
安
に
置
か
れ
て
い
た
八
王
府
の
一
つ
、
宮
城
南
西
鄰
の
鐵
冶
嶺
に
在
る
。

『
咸
淳
臨
安
志
』
十 

諸
王
府
参
照
。
寧
宗
の
と
き
の
皇
太
子
詢
は
、
諡
が
景
献
。
嘉
定

十
三
年
二
十
九
歳
で
薨
じ
た
。
子
に
つ
い
て
の
記
録
は
未
見
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
景
献

王
府
は
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
宋
史
』
二
四
六 

宗
室
三
参
照
。

（
２
）　

中
嶋
敏
「『
宋
進
士
題
名
録
と
同
年
小
録
』
追
論
」
注
（
一
）（『
東
洋
史
学
論
集　

続
編
』
汲
古
書
院　

二
〇
〇
二
年　

初
出
『
汲
古
』
二
七　

一
九
九
五
年
）
に
疑
問
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

以
下
、
璧
の
記
事
は
、
劉
岳
申
「
廣
西
宣
慰
文
公
墓
誌
銘
」（『
申
齋
集
』
十　

四
庫

全
書
本
な
ら
び
に
校
勘
の
施
さ
れ
た
『
全
元
文
』
六
七
二
に
拠
る
）。

（
４
）　
『
研
究
』
は
、『
文
氏
通
譜
』
文
献
、
宣
慰
公
文
辞
収
載
の
文
陞
「
文
氏
佛
生
壙
志
」

に
拠
り
、
空
坑
で
母
と
逃
げ
る
途
中
に
死
ん
だ
と
さ
れ
る
佛
生
は
生
き
て
い
て
北
に
送

ら
れ
る
途
中
、
隆
興
府
で
天
祥
の
知
人
に
救
出
さ
れ
た
と
い
う
。
至
元
二
十
一
年
に
陞

と
感
激
の
対
面
を
し
た
が
、
そ
の
二
日
後
に
突
然
病
死
し
て
い
る
。
文
天
祥
は
佛
生
の

消
息
を
知
ら
ず
、
混
乱
の
中
で
死
ん
だ
と
信
じ
て
い
た
。

（
５
）　
「
…
余
從
今
集
賢
直
學
士
受
字
都
所
述
家
傳
、
徴
余
銘
。
…
」
と
あ
り
、
本
文
の
よ

う
に
解
し
た
。

（
６
）　

萬
斯
道
『
宋
季
忠
義
録
』
一
六
、
九
龍
眞
逸
『
宋
東
莞
遺
民
録
』
下　

参
照
。

（
７
）　

熊
飛
等
編
『
文
天
祥
全
集
』（
一
九
八
七
年　

江
西
人
民
出
版
社
）
十
八
拾
遺
の
獄

中
家
書
に
「
信
国
公
批
付
男
陞
」
と
し
て
収
録
。
典
拠
は
道
光
二
十
五
年
文
柱
刻
『
重

刊
文
信
国
公
全
集
』。

（
８
）　
『
寶
祐
四
年
登
科
録
』、
呉
自
牧
『
夢
梁
録
』
三　

士
人
赴
殿
試
唱
名
、
同
書　

梅
原

郁
訳
注
（
二
〇
〇
〇
年　

平
凡
社　

東
洋
文
庫
）。

（
９
）　

以
下
は
、
鄧
光
薦
「
文
丞
相
督
府
忠
義
傳
」（『
文
天
祥
全
集
』
一
九 

附
録
一
）
陳

継
周
に
拠
る
。

（
10
）　

王
瑞
来
氏
は
『
宋
季
三
朝
政
要
箋
證
』（
二
〇
一
〇
年　

中
華
書
局
）
四
一
六
頁
に
お

い
て
、
こ
の
記
事
は
、
元
劉
一
清
撰
『
錢
塘
遺
事
』
八 

文
天
祥
入
衛
と
同
じ
史
料
に

由
来
す
る
と
述
べ
る
。
光
緒
十
三
年
刊
本
影
印
『
武
林
掌
故
叢
編
』
第
一
二
集
で
は
、

こ
の
部
分
が
「
乙
亥
四
月
、
文
天
祥
爲
江
西
提
刑
、
募
兵
於
贛
州
。
台
州
杜
滸
糾
合
四

千
人
、
從
之
。
至
九
月
、
天
祥
將
吉
贛
民
人
及
峒
丁
二
萬
人
入
衛
。
衣
装
器
械
戈
甲
精

明
、
人
心
喜
慰
」
と
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
記
述
が
正
し
い
が
杜
滸
の
合

流
は
翌
年
で
あ
る
。

（
11
）　

南
宋
の
対
金
戦
争
に
お
け
る
民
間
武
装
勢
力
に
つ
い
て
は
、
黄
寛
重
氏
に
代
表
さ
れ

る
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
同
氏
『
南
宋
地
方
武
力
―
地
方
軍
與
民
間
自
衛
武
力
的
探
討
』

第
二
章 

福
建
左
翼
軍
（
二
〇
〇
二
年　

東
大
図
書
公
司
）
に
引
く
知
泉
州
田
真
子
の

事
例
は
、
個
人
・
家
族
・
地
域
の
利
害
か
ら
元
に
投
じ
た
蒲
壽
庚
側
に
つ
き
、
宋
室
や

抗
元
勢
力
と
戦
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
田
真
子
が
文
天
祥
と
同
じ
寶
祐
四
年
第
一
甲

第
八
人
の
進
士
及
第
者
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。



つ
ま
る
と
こ
ろ
文
天
祥
は
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
か
？

五
一

（
12
）　

京
官
で
あ
る
宣
教
郎
に
「
改
め
」
ら
れ
た
と
あ
る
の
で
、
杜
滸
は
す
で
に
何
ら
か
の

官
位
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
杜
範
の
甥
と
し
て
恩
蔭
に
よ
っ
て
選
人
か
下
級
武

官
の
位
を
得
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
と
す
れ
ば
本
伝
が
い
う
「
縣
宰
」
で
あ
っ
た

と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

（
13
）　
「
指
南
録
」
三 

踏
路
難
。
天
祥
は
「
京
口
無
城
、
通
衢
多
隘
」
と
記
し
、
嘉
定
『
鎮

江
志
』
二 
城
池
に
は
「
羅
城
周
迴
二
十
六
里
十
七
歩
、
高
九
尺
五
寸
。
今
頽

」
と

あ
る
の
で
、
こ
の
と
き
も
城
壁
は
修
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　

予
詣
北
營
、
辭
色
慷
慨
。
初
見
大
酋
伯
顔
、
語
之
云
「
講
解
一
段
、
乃
前
宰
相
首
尾
、

非
予
所
與
知
。
今
大
皇
以
予
爲
相
、
予
不
敢
拜
。
先
來
軍
前
商
量
。」
伯
顔
云
「
丞
相
、

來
勾
當
大
事
。
説
得
是
。」
予
云
「
本
朝
承
帝
王
正
統
、
衣
冠
禮
樂
之
所
在
。
北
朝
欲

以
爲
國
歟
。
欲
毀
其
社
稷
歟
。」
大
酋
以
虜
詔
爲
解
説
謂
「
社
稷
必
不
動
、
百
姓
必
不

殺
。」
予
謂
「
爾
、
前
後
約
吾
使
、
多
失
信
。
今

國
丞
相
親
定
盟
好
、
宜
退
兵
平
江

或
嘉
興
。
俟
講
解
之
説
達
北
朝
、
看
區
處
如
何
。
却
續
議
之
」。
時
兵
已
臨
京
城
、
紓

急
之
策
、
惟
有
欵
北
、
以
爲
後
圖
。
故
云
爾
。
予
與
之
辨
難
甚
至
、
云
、「
能
如
予
説
、

國
成
好
幸
甚
。
不
然
、
南
北
兵
禍
未
已
、
非
爾
利
也
」。
北
辭
漸
不
遜
。
予
謂
、
吾

南
朝
状
元
宰
相
、
但
欠
一
死
報
國
。
刀
鋸
鼎

、
非
所
懼
也
。
大
酋
爲
之
辭
屈
、
而
不

敢
怒
。
諸
酋
相
顧
動
色
、
稱
爲
丈
夫
。
是
晩
、
諸
酋
議
良
久
、
忽
留
予
營
中
。
當
時
覺

北
未
敢
大
肆
無
状
、
及
予
既

維
、
賈
餘
慶
以
逢
迎
繼
之
、
而
國
事
遂
不
可
収
拾
。
痛

哉
、
痛
哉
。

（
15
）　

こ
の
降
表
を
持
参
し
た
柳
岳
ら
祈
請
使
は
大
都
に
向
か
う
途
中
高
郵
稽
家
庄
で
稽
聳

に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
（『
宋
季
三
朝
政
要
箋
證
』
五
）。
宋
側
は
最
後
ま
で
封
建
臣
下

と
し
て
の
領
土
と
祖
先
祭
祀
の
継
続
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
宋
廷
が
元
軍
に
派

遣
し
た
使
者
の
時
期
に
つ
い
て
は
史
料
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
。
柳
岳
ら
祈
請
使
殺
害

年
月
の
異
同
や
伯
姪
関
係
・
歳
幣
納
入
の
提
示
は
陸
秀
夫
ら
の
使
節
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
が
『
元
史
』
伯
顔
伝
は
至
元
十
二
年
（
徳
祐
元
年
）
十
二
月
庚
申
と
し
、『
宋
史
』

四
七　

瀛
国
公
は
徳
祐
二
年
正
月
一
日
と
す
る
な
ど
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
後
考
を
待
つ
。

（
16
）　

劉
「
伝
」
は
二
月
十
四
日
に
繫
年
す
る
が
、「
紀
年
録
」
と
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
鄧

光
薦
「
丞
相
傳
」
は
三
月
十
四
日
と
す
る
。

（
17
）　

博
羅
と
表
記
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
丞
相
で
あ
っ
た
人
物
は
未
詳
。
博
羅
の
父
、
博
羅

歓
（
一
二
三
九
―
一
三
〇
〇
）
か
？

（
18
）　

冨
谷
至
『
中
国
義
士
伝　

節
義
に
殉
ず
』（
中
公
新
書　

二
〇
一
一
年
）
は
、
中
国
史

の
広
い
視
野
か
ら
漢
の
蘇
武
、
唐
の
顔
真
卿
と
状
元
宰
相
文
天
祥
の
節
義
を
比
較
し
て

い
て
有
用
で
あ
る
。




